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2議会だより 2026年6月号

項目 今年度予算 前年度予算 前年比 主な予算 今年度予算

令和8年度 一般会計予算 4,450,000千円
議会YouTube配信

地方公共団体情報システム標準化事業

文化センター解体事業

土地開発公社補助金

ふるさと応援寄附金促進費

介護保険会計繰出金

障害福祉サービス費

国民健康保険会計繰出金

後期高齢者医療会計繰出金

火葬場管理費

ごみ処理費

鳥獣害対策費

観光費

造林費

道路維持費

下水道会計繰出金

奈良県広域消防組合分担金

小学校費

中学校費

幼稚園費

公共土木施設災害復旧費

借金返済

積立金

予備費

 議会費 65,637千円 70，125千円 4,488千円減

 

 総務費 １，０５０，９７１千円 １，０４６，６２２千円 ４，３４９千円増
   

   

   

 民生労働費 １，３２２，４１０千円 １，２９６，３８２千円 ２６，６２８千円増
   

   

 衛生費 ３９５，０６３千円 ３８６，０９６千円 ８，９６７千円増
   

 

 農林商工費 １１０，１０９千円 １５２，３７２千円 ４２，２６３千円減

 

 土木費 ４８８，３１１千円 ４７０，７１０千円 17，601千円増
   

 消防費 １７７，９３１千円 ２０５，０４２千円 ２７，１１１千円減

 教育費 ４３５，３６２千円 ４０５，０４８千円 ３０，３１４千円増

 

 災害復旧費 ６００千円 ６００千円 0

 公債費 ３１９，９６０千円 ３２０，５６３千円 ６０３千円減

 諸支出金 ５８，６４６千円 ５１，４４０千円 ７，２０６千円増

 予備費 ２５，０００千円 ２５，０００千円 0

８３２千円

１１１，７４３千円

７５，１０４千円

４５，９５８千円

５０，０００千円

１６７，９１８千円

３７９，５６４千円

６４，５７０千円

４８，５７７千円

２３，４９１千円

１０９，６４６千円

４，７０８千円

１７，７９０千円

１３，３５９千円

１４８，５８３千円

1５９，８０８千円

１４６，７３６千円

３２，２６１千円

３１，３０８千円

６０，０５５千円

５００千円

３１９，９６０千円

５８，６４６千円

２５，０００千円

委員長：
たにもと    よしみ  

谷本 𠮷巳　副委員長：
にしかわ  ゆういち

西川 侑壱

予算委員会 （当初予算）
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予算委員会 （当初予算）

令和8年度 新規事業予算額

４,５００千円

自治会防犯灯（LED）
切替補助事業

9,460千円

防災拠点整備
基本構想及び

基本計画策定事業
２００千円
生成AI導入事業

５,９３２千円

都市計画基礎
調査事業

２６７千円

地域おこし協力隊
募集事業

７,０９１千円

移動系防災無線
更新委託料

６,８９４千円

高取町
地域福祉計画

３３０千円

家庭用生ごみ処理機器
購入費助成事業

２,１６５千円

福祉医療費
助成制度に係る
システム改修事業

３,１６８千円

部活動
地域展開事業

６２,０００千円

旧高取幼稚園
園舎除去事業

４３２千円

こども誰でも
通園制度事業

１,９００千円

健民グランド
日除け設置事業

１,２８５千円
高取城跡PR事業

６８千円

史跡与楽古墳群
保存活用計画
策定事業

委員長：
たにもと    よしみ  

谷本 𠮷巳　副委員長：
にしかわ  ゆういち

西川 侑壱
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□報第 1号　専決処分の報告について（令和７年１２月１８日専決）
　　　　　　 令和 7年度高取町一般会計補正予算（第６号）

□報第 2号　専決処分の報告について ( 令和８年１月１９日専決 )
　　　　　　 令和 7年度高取町一般会計補正予算 (第７号 )

□議第 2号　令和 7年度高取町一般会計補正予算 (第 8号 )

□議第 3号　令和 7年度高取町国民健康保険特別会計補正予算 (第 2号 )

□議第 4号　令和 7年度高取町介護保険特別会計補正予算 (第 3号 )

□議第 5号　令和 7年度高取町学校給食特別会計補正予算 (第 1号 )

委員長：
たにもと    よしみ  

谷本 𠮷巳　副委員長：
にしかわ  ゆういち

西川 侑壱
付託案件

歳入・歳出  5,000千円 増額補正

歳入・歳出  3,480千円 増額補正

歳入・歳出  7,806千円 増額補正

歳入・歳出  104,500千円 増額補正 繰越明許費  96,000千円

歳入・歳出  45,361千円 増額補正 繰越明許費  146,900千円

予算委員会 （補正予算）

歳入・歳出  14,436千円 増額補正



員 会委任常 報告

委員長：
のぐち     かつや

野口 勝也　副委員長：
にしかわ  ゆういち

西川 侑壱

総務経済建設委員会

5 議会だより 2026年6月号

●宅地造成及び特定盛土等規制に関する許可申請に係る対応
●就労要件のない乳児等通園支援制度事業の認可に関する規則制定
●未熟児養育医療券様式の変更
●幼小中学校夏季休業日を８月３１日までに変更
●給食費の引き上げ（引き続き国・県費で無償化）
●令和８年度教育委員会行政方針
●市尾墓山古墳・宮塚古墳保存活用計画書策定

報告事項

●役場の業務分掌や職員の給与の見直し
●過疎地域持続的発展計画の変更や消防団員の公務災害補償の引上げ
●総合戦略に関する附属機関の名称変更
●国民健康保険税条例の改正（奈良県の保険料水準引き上げに伴う改正）
●火入れに関する条例の一部改正（「林野火災注意報」「林野火災警報」の運用開始に伴う改正）

●渇水に伴う水の確保
●ミサワホームとの包括連携協定のありかた
●空き家対策

付託案件

議論された事項

委員長：
にいざわ    あけみ 

新澤 明美　副委員長：
たにもと    よしみ  

谷本 𠮷巳

教育厚生委員会

暮らしに関わる課題を
委員会でチェック　✔



〇賛成　×反対　　議長（森下）は表決には加わらない

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡
航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれる
ことを防ぐための環境整備等を求める意見書の提出

発
第1号

定
例
会

× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ×

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ×

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ×

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ×

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ×

原案
可決

専決処分の報告について（令和７年１２月１８日専決）
（令和７年度高取町一般会計補正予算（第６号））

報
第1号

報告
承認

専決処分の報告について（令和８年１月１９日専決）
（令和７年度高取町一般会計補正予算（第７号））

報
第2号

報告
承認

人権擁護委員候補者の推薦議
第1号

原案
可決

令和７年度高取町
一般会計補正予算（第８号）

議
第2号

原案
可決

令和７年度高取町国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）

議
第3号

原案
可決

令和７年度高取町介護保険
特別会計補正予算（第３号）

議
第4号

原案
可決

令和７年度高取町学校給食
特別会計補正予算（第１号）

議
第5号

原案
可決

令和８年度高取町一般会計予算議
第6号

原案
可決

令和８年度高取町国民健康保険
特別会計予算

議
第7号

原案
可決

令和８年度高取町介護保険
特別会計予算

議
第8号

原案
可決

令和８年度高取町学校給食
特別会計予算

議
第9号

原案
可決

令和８年度高取町後期高齢者医療
特別会計予算

議
第10号

原案
可決

令和８年度高取町下水道事業
会計予算

議
第11号

原案
可決

高取町過疎地域持続的
発展計画の変更

議
第12号

原案
可決

高取町課設置条例の
一部改正

議
第13号

原案
可決

高取町附属機関に関する条例の
一部改正

議
第14号

原案
可決

一般職の職員の給与に関する条例等の
一部改正

議
第15号

原案
可決

高取町国民健康保険税条例の
一部改正

議
第16号

原案
可決

高取町火入れに関する条例の
一部改正

議
第17号

原案
可決

高取町消防団員等公務災害補償
条例の一部改正

議
第18号

原案
可決

皇室の伝統に基づく安定的皇位継承の
法制化を求める意見書の提出

発
第2号

原案
可決

森川 新澤
(良)

新澤
(明)西川 谷本 松本野口 森下 採決議　案

第１回 定例会  議決結果一覧
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恒
常
的
な
一
般
財
源
の
確

保
は
本
町
財
政
の
重
要
課
題
で

あ
り
、
固
定
資
産
税
と
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
の
増
収
が
最
善

の
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
町
長
は
企
業
誘
致
に

よ
る
税
収
確
保
と
寄
付
金
確
保

の
必
要
性
を
示
し
て
お
ら
れ

る
。
ま
ず
、
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
、
企
業
誘
致
を
通
じ
て

土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
の
課

税
対
象
を
拡
大
し
、
持
続
的
な

増
収
を
図
る
た
め
の
具
体
策
を

伺
い
ま
す
。

　
　
企
業
誘
致
に
よ
る
課
税
対

象
資
産
の
増
加
は
、
持
続
的
な

税
収
確
保
に
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
高
取
バ
イ
パ

ス
沿
道
に
新
た
な
工
業
ゾ
ー
ン

を
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
位
置
づ
け
、
県
の
提
案
基
準

を
活
用
し
て
開
発
環
境
を
整
備

し
、
企
業
立
地
を
促
進
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
成
や
セ
ミ
ナ
ー
参
加
に
よ

り
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま

す
。
土
地
所
有
者
や
地
域
住
民

と
の
対
話
を
重
ね
、
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
産
業
振
興
と

地
域
活
力
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
が
あ

る
も
の
の
制
度
制
約
も
踏
ま

え
、
返
礼
品
開
発
や
情
報
発

信
、
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
な

ど
に
よ
る
増
収
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
奈
良
県
の
寄
付
額
は
１６
位

な
が
ら
、
実
質
収
支
で
は
上
位

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
制
度
改
正

に
よ
り
競
争
が
激
化
す
る
中
、

本
町
で
は
返
礼
品
の
発
掘
や
事

業
者
間
の
連
携
に
よ
る
コ
ラ
ボ

商
品
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
の
強
み
を
磨
く
と
と
も

に
、
写
真
や
説
明
文
の
質
を
高

め
、
町
の
魅
力
や
課
題
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
発
信
す
る
こ
と
で

応
援
寄
付
金
の
増
収
を
図
り
ま

す
。

　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
訪
問

介
護
を
中
心
に
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
退
院
後
に
必
要
な
在
宅

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
ら
ず
、
家

族
に
よ
る
介
助
の
中
で
事
故
が

起
き
、
再
入
院
に
至
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
も
、
担
い
手
不
足
へ

の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
か
。

　
　
町
と
し
て
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
な
状
態
を
で
き
る

だ
け
防
ぎ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
健
康
相
談
や
元
気
サ

ロ
ン
、
1
0
0
歳
体
操
な
ど
の

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を
進

め
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
　
他
市
町
村
で
は
担
い
手
確

保
の
為
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。高
取
町
で
も

他
市
町
村
の
取
り
組
み
を
生
か

し
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

県
の
補
助
事
業
や
就
職

フ
ェ
ア
な
ど
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
他
自
治
体
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
本
町
に

合
っ
た
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
つ
く
る
次
の
介

護
保
険
の
計
画
で
は
、
担
い
手

確
保
を
よ
り
具
体
的
に
位
置
づ

け
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

　
　
本
町
に
合
っ
た
取
り
組
み

を
見
極
め
な
が
ら
、
今
後
の
計

画
の
中
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

〈
提
言
〉

　
担
い
手
不
足
は
、
在
宅
生
活

や
高
齢
者
の
尊
厳
、
町
民
負
担

に
関
わ
る
切
実
な
課
題
で
す
。

御
所
市
の「
ち
ょ
い
ボ
ラ
メ
イ

ト
」の
よ
う
な
生
活
支
援
の
仕

組
み
や
、
介
護
の
魅
力
啓
発
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
次
の
計
画

に
具
体
策
を
位
置
づ
け
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

3
時
間
5
分

あ
た
り

動画配信は
こちら
から

2
時
間
21
分

あ
た
り

動画配信は
こちら
から

一般質問

問

問

問

問

問

答

答

答

答答
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高取町の介護、この先どう守る！？
～担い手不足への備え～

にしかわ  ゆういち
西川 侑壱
議員

恒常的な一般財源である固定資産税と
ふるさと応援寄付金を増やす施策は

たにもと    よしみ 
谷本 𠮷巳
議員



一般質問

　
　
町
の
玄
関
口
で
あ
る
「
壺

阪
山
駅
」の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄

弟
」
に
ち
な
ん
だ
観
光
振
興

は
、本
町
に
と
っ
て
好
機
で
あ
り

ま
す
。こ
の
機
会
を
最
大
限
に

活
か
し
た
長
期
的
な
観
光
戦
略

が
あ
れ
ば
、お
示
し
下
さ
い
。

　
　
壺
阪
山
駅
前
は
町
民
・
観

光
の
方
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点

と
認
識
し
て
い
る
。

　
駅
舎
を
有
効
利
用
で
き
る
よ

う
近
鉄
と
の
協
議
中
で
あ
る
。

昨
年
購
入
し
た
駅
前
の
土
地
の

利
用
に
つ
い
て
も
、検
討
中
で
あ

る
。

　
土
佐
街
道
の
石
畳
の
補
修
整

備
、
ト
イ
レ
の
整
備
を
徐
々
に

お
こ
な
っ
て
い
く
。

　
　
赤
坂
池
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
。

・
大
型
観
光
バ
ス
の
発
着
が
可

能
な
拠
点
整
備

・
物
産
販
売
、飲
食
機
能
の
充
実

・
観
光
情
報
発
信
拠
点
の
設
置

・
災
害
時
の
防
災
拠
点
機
能　

な
ど
を
備
え
た

「
道
の
駅
」
を
作
る
の
は
ど
う

か
。

　
　
現
在
は
災
害
時
の
避
難
場

所
な
ど
、
防
災
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
は
国
道
沿
い
に
作

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

き
び
し
い
。

　
現
在
本
町
は
、高
取
幼
稚
園

の
解
体
、文
化
セ
ン
タ
ー
解
体

後
の（
仮
称
）防
災
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、な
ど
の
多
額
の
資
金
が
必

要
な
事
業
を
か
か
え
て
い
る
。

　
今
の
財
政
状
況
、
ま
た
将
来

の
負
担
を
抑
え
る
為
に
も
、
大

き
な
事
業
を
計
画
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　

１
時
間
41
分

あ
た
り

動画配信は
こちら
から

問

問

答

答
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56
分
あ
た
り

動画配信は
こちら
から

フードドライブ・移動手段の拡充を

①
日
常
的
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

の
実
施
を

　
　
高
取
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
生
活
困
窮
者
支
援
と
し

て
、
食
品
や
日
用
品
を
配
布
し

て
い
ま
す
。前
年
度
は
十
数
件

で
す
。日
常
的
に
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
を
実
施
し
て
、
寄
付
食
品

配
布
の
対
象
者
を
子
育
て
家
庭

等
に
も
広
げ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。そ
れ
は
、フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
橿
原
市
で
は
、
フ
ー
ド
ボ
ッ

ク
ス
を
市
役
所
や
市
内
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
に
設
置
し
、
必
要

な
家
庭
等
に
、
寄
付
さ
れ
た
食

品
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
と
し
て
は
、今
後
も
、共

同
募
金
、住
民
か
ら
の
寄
付
、県

社
協
の
協
力
に
よ
る
食
品
を
活

用
す
る
現
在
の
方
法
で
、
社
協

に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
高
齢
者
、
観
光
客
等
の
移
動

手
段
の
充
実
を

　
　
町
内
の
１
民
間
タ
ク
シ
ー

の
撤
退
は
、
と
り
わ
け
町
内
の

通
院
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。さ
ら
に
ド
ア
ー
ツ
ー
ド

ア（
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
）、

安
い
運
賃
で
移
動
で
き
る
方

法
も
望
ま
れ
ま
す
。ま
た
観
光

客
の
町
内
の
移
動
手
段
も
必

要
で
す
。公
共
交
通
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
協
議
を
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
国
土
交
通
省
は
、
マ
イ
カ
ー

に
よ
る
有
償
運
送
、
公
共
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
を
す
す
め
て
お
り
、

大
和
高
田
市
や
宇
陀
地
域
で
、

す
で
に
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
交
通
空
白
地
帯
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、
近
鉄
・
バ
ス
も
あ
り
、
壺

阪
山
駅
前
に
新
し
い
民
間
タ
ク

シ
ー
も
配
車
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。本
町
の
財
政
規
模

か
ら
、
現
在
の
タ
ク
シ
ー
券
の

配
布
と
公
用
車
の
貸
し
出
し
に

追
加
し
て
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
導
入
す
る
の
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問 答

答

にいざわ    あけみ 
新澤 明美
議員

・「壺阪山駅」の整備計画について
・ 赤坂池の有効利用について

のぐち     かつや
野口 勝也
議員


